
 注１： ※欄 の箇所に記入してください。

 注２： 申請年度後期履修中の科目は修得年度に（　）でくくってください。

 注３：「開講別」について、「全」は全学共通科目、「理」は理学部科目、「教」は教育学部開講科目を意味します。

  学生番号 ： ふりがな

専攻名
(大学院生)

教科及び教職
に関する科目

 ★線形代数学（講義・演義）A 3 全

 ★線形代数学続論 2 全

　　代数学入門 2 理

　　現代数学の基礎A 2 理

 ★線形代数学（講義・演義）B 3 全

 ★集合と位相 2 理

　　幾何学入門 2 理

　　現代数学の基礎B 2 理

 ★微分積分学（講義・演義）A 3 全

 ★微分積分学（講義・演義）B 3 全

 ★微分積分学続論Ⅰ-ベクトル解析 2 全

 ★微分積分学続論Ⅱ-微分方程式 2 全

　　複素函数論 2 理

　　関数論 2 全

 ★数理統計 2 全  

 ★確率論基礎 2 全

 ★統計入門 2 全

 ★数値計算の基礎 2 全

 ★情報基礎［理学部］ 2 全  

　　情報基礎演習［理学部］ 2 全

 ☆数学科教育法Ⅰ 4 教

 ☆数学科教育法Ⅱ 4 教

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含める必要事項

京都大学教職課程　単位修得状況調Ｂ票（理学部理学科）
【新法：平成31年度以降入学者】

：

：   専 攻 氏  名 ：

入・進学年

学籍種別

( 該当に○ )

　　　　　　　　　　　　　　　　年

 学部  ・ 修士  ・ 博士

 科目等履修生

「 確率論 ・ 統計学 」

解析学

コンピュ－タ

 教   科   ：   数    学   （2023年度）

各教科の指導法（情報通信技術の
活用を含む。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位計

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

免 許 状 の 種 類  ：    中 学 校 一 種    ・    高 等 学 校 一 種

備            考単位数 開講別
 ※

修得年度
※

単位小計
授業科目名

(☆は必修 ・★は1科目選択必修)

代数学

幾何学

選択必修科

目を含め

「教科に関

する専門的

事項」の合

計修得単位

数が20単位

以上となる

よう履修す

ること



 注１： ※欄 の箇所に記入して下さい。

 注２： 申請年度後期履修中の科目は修得年度に（　）でくくってください。

 注３：「開講別」について、「全」は全学共通科目、「理」は理学部科目、「教」は教育学部開講科目を意味します。

  学生番号 ： ふりがな

専攻名

(大学院生)

教科及び教職
に関する科目

 ☆物理学基礎論Ａ 2 全
 ☆物理学基礎論Ｂ 2 全
　　熱力学 2 全
　　統計力学Ａ 2 理
　　物理のための数学 1 2 理
　　量子力学Ａ 2 理
　　解析力学 1 2 理
　　振動・波動論 2 全
　　電磁気学続論 2 全

 ☆物理学実験 2 全

 ☆基礎物理化学（熱力学） 2 全
 ☆基礎有機化学Ⅰ 2 全
　　無機化学Ⅰ 2 理
　　基礎物理化学（量子論） 2 全
　　基礎有機化学Ⅱ 2 全
　　生物化学Ⅰ 2 理
　　生物化学Ⅱ 2 理

 ☆基礎化学実験 2 全

 ☆個体と集団の基礎生物学 2 全
 ☆細胞と分子の基礎生物学 2 全
　　植物自然史Ⅲ 2 全
　　生物物理学入門 2 全
　　植物系統分類学Ⅰ 2 理
　　構造生物学 2 理
　　生態学Ⅱ 2 理
　　人類学第２部 2 理

 ★生物学実習Ⅰ 2 全
 ★生物学実習Ⅱ 2 全
 ★生物学実習Ⅲ 2 全

 
2 全
2 全

　　天文学概論 2 理
　　地質科学概論Ⅰ 2 理
　　地質科学概論Ⅱ 2 理
　　地球物理学概論Ⅰ 2 理
　　地球物理学概論Ⅱ 2 理
　　観測天文学 2 理

 ☆地球科学実験 2 全
　　基礎地質科学実習 2 理
　　観測地球物理学演習Ａ 2 理
　　観測地球物理学演習Ｂ 2 理
　　天体観測実習 2 全

 ☆理科教育法Ⅰ 4 教
 ☆理科教育法Ⅱ 4 教

京都大学教職課程　単位修得状況調Ｂ票（理学部理学科）
【新法：平成31年度以降入学者】

 ☆基礎地球科学B

：

：   専 攻 氏  名 ：

       免 許 状 の 種 類  ：    中 学 校 一 種  

 地学

生物学実験
( ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ活用を含む)

物理学

化学

 生物学

化学実験
( ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ活用を含む)

計 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単  位

各教科の指導法（情報通信技術の
活用を含む。）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

物理学実験
( ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ活用を含む)

 地学実験
 ( ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ活用を含む)

 ☆基礎地球科学A

★1科目選択必修

 教   科   ：   理    科 （2023年度）  

入・進学年 　　　　　　　　　　　　　　　　年

 備            考
免許法施行規則に定める科目区分等

( 該当に○ )

学籍種別  学部  ・ 修士  ・ 博士

 科目等履修生

各科目に含める必要事項

授業科目名
(☆は必修 ・★は1科目選択必修)

単位数 開講別
 ※

修得年度
※

単位小計



 注１： ※欄 の箇所に記入して下さい。

 注２： 申請年度後期履修中の科目は修得年度に（　）でくくってください。

 注３：「開講別」について、「全」は全学共通科目、「理」は理学部科目、「教」は教育学部開講科目を意味します。

  学生番号 ： ふりがな

専攻名

(大学院生)

教科及び教職
に関する科目

 ☆物理学基礎論Ａ 2 全
 ☆物理学基礎論Ｂ 2 全
　　熱力学 2 全
　　統計力学Ａ 2 理
　　物理のための数学 1 2 理
　　量子力学Ａ 2 理
　　解析力学 1 2 理
　　振動・波動論 2 全
　　電磁気学続論 2 全

 ☆基礎物理化学（熱力学） 2 全
 ☆基礎有機化学Ⅰ 2 全
　　無機化学Ⅰ 2 理
　　基礎物理化学（量子論） 2 全
　　基礎有機化学Ⅱ 2 全
　　生物化学Ⅰ 2 理
　　生物化学Ⅱ 2 理

 ☆個体と集団の基礎生物学 2 全
 ☆細胞と分子の基礎生物学 2 全
　　植物自然史Ⅲ 2 全
　　生物物理学入門 2 全
　　植物系統分類学Ⅰ 2 理
　　構造生物学 2 理
　　生態学Ⅱ 2 理
　　人類学第２部 2 理

2 全
2 全

　　天文学概論 2 理
　　地質科学概論Ⅰ 2 理
　　地質科学概論Ⅱ 2 理
　　地球物理学概論Ⅰ 2 理
　　地球物理学概論Ⅱ 2 理
　　観測天文学 2 理

 ★物理学実験 2 全
 ★基礎化学実験 2 全
 ★生物学実習Ⅰ 2 全
 ★生物学実習Ⅱ 2 全
 ★生物学実習Ⅲ 2 全
 ★地球科学実験 2 全
 　基礎地質科学実習 2 理
 　観測地球物理学演習Ａ 2 理
 　観測地球物理学演習Ｂ 2 理
 　天体観測実習 2 全

 ☆理科教育法Ⅰ 4 教
 ☆理科教育法Ⅱ 4 教

京都大学教職課程　単位修得状況調Ｂ票（理学部理学科）
【新法：平成31年度以降入学者】

単位数 開講別
 ※

修得年度

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含める必要事項

：

：   専 攻 氏  名 ：

入・進学年

学籍種別

( 該当に○ )

                            年

 学部  ・ 修士  ・ 博士

 科目等履修生

計

物理学

化学

 生物学

 地学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単　位

備            考

 教   科   ：   理    科   （2023年度）       免 許 状 の 種 類  ：    高 等 学 校 一 種  

 ☆基礎地球科学A
 ☆基礎地球科学B

　★1科目選択必修

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

各教科の指導法（情報通信技術の
活用を含む。）

※
単位小計

授業科目名
(☆は必修 ・★は1科目選択必修)

「物理学実験（コンピュータ活
用を含む。）、
化学実験（コンピュータ活用
を含む。）、
生物学実験（コンピュータ活
用を含む。）、
地学実験（コンピュータ活用
を含む。）」

必修科目お

よび選択必

修科目を含

め「教科に

関する専門

的事項」の

合計修得単

位数が20単

位以上とな

るよう履修

すること


	【新】③B票(数学)
	【新】④B票(理科・中)
	【新】⑤B票(理科・高)

